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い
！
」
の
元
気
な
声
掛
け
に
、

緊
張
し
た
面
持
ち
の
新
入
社

員
も
足
を
止
め
、
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
な
が
ら
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
返
す
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
交
通
新
聞
発
表
に

よ
る
今
年
度
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
新
入
社
員
数
は
、
昨
年
と

比
べ
63
人
多
い
１
８
６
３
人

（
う
ち
女
性
５
４
６
人
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
２
０
１
４
年
度
入
社
式
が

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
で
行
わ

れ
、
国
労
東
日
本
本
部
は
青

年
部
を
中
心
と
し
て
歓
迎
行

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
先
輩
か
ら
歓
迎

用
グ
ッ
ズ
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ボ
ー
ル
ペ
ン
が
差
し
出
さ

れ
、「
国
労
で
す
！
入
社
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

「
研
修
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

　

多
く
の
企
業
、
官
公
庁
の
「
２
０
１
４
年
度
」
入
社
式
が
４
月
１
日
に
開
か
れ
、
全
国

で
約
86
万
人
の
新
社
会
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
入
社
式

は
さ
い
た
ま
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
（
本
文
参
照
）。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
本
社
で
行
わ
れ
、

69
人
（
内
、
東
北
支
社
７
人
・
関
東
支
社
17
人
）
の
新
入
社
員
が
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
、①
Ｊ
Ｒ
東
日
本
入
社
式
宣
伝
行
動
、②
春
闘
回
答
状
況
、③
加
入
歓
迎
会
（
東

京
地
本
・
上
野
支
部
、
千
葉
地
本
）
報
告
、
④
東
日
本
本
部
青
年
部
学
習
交
流
会
報
告
と

し
ま
す
。
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３
月
29
日
、
千
葉
鉄
道

サ
ー
ビ
ス
で
国
労
に
加
入
し

た
小
名
木
克
雅
さ
ん
と
守
屋

誠
司
さ
ん
の
歓
迎
会
が
国
労

千
葉
地
本
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

坂
口
・
千
葉
地
本
委
員
長

か
ら
「
様
々
な
取
り
組
み
と

仕
事
を
通
じ
て
、
国
労
加
入

を
決
意
し
て
い
た
だ
い
た
。

千
葉
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ
Ｔ

Ｓ
）
と
の
労
働
協
約
を
結
ん

で
、
労
働
条
件
改
善
の
取
り

組
み
を
行
い
、
法
に
触
れ
な

い
よ
う
に
し
て
き
た
。
将
来

の
国
労
組
織
を
考
え
る
と
若

い
人
の
加
入
が
不
可
欠
だ
。

今
後
も
取
り
組
み
を
進
め

る
」
と
歓
迎
の
挨
拶
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
・
伊
藤
執
行

委
員
か
ら
は
「
昨
年
８
月
の

大
会
以
降
18
人
の
仲
間
を
国

労
に
迎
え
た
。
情
勢
を
反
映

　

３
月
28
日
、
国
労
上
野
駅

分
会
主
催
の
堀
内
祐
樹
さ
ん

（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
上
野
駅
）
の
歓

迎
会
が
上
野
駅
近
く
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

東
・
上
野
支
部
執
行
委
員

の
司
会
で
始
ま
り
、
上
野
支

部
・
鈴
木
書
記
長
か
ら
「
歓

迎
を
し
た
い
」
旨
の
挨
拶
が

行
わ
れ
た
の
ち
、
東
日
本
本

部
・
佐
藤
書
記
長
、
東
京
地

方
本
部
・
松
川
書
記
長
よ
り

「
職
場
か
ら
の
取
り
組
み
に

感
謝
し
た
い
。
若
い
人
の
加

入
は
力
に
な
る
」「
運
動
の

担
い
手
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。
労
働
条
件
の
確
立
を

含
め
、
労
働
組
合
の
任
務
は

大
き
い
」
と
、
歓
迎
の
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。

　

加
入
し
た
堀
内
さ
ん
か
ら

「
Ｇ
Ｓ
時
代
に
居
酒
屋
に
連

　

国
労
東
日
本
青
年
部
は
、

入
社
式
行
動
前
日
の
３
月
31

日
「
学
習
交
流
会
」
を
さ
い

た
ま
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

彦
田
青
年
部
長
の
挨
拶
に

続
き
、「
憲
法
と
労
働
法
の

関
係
」
を
テ
ー
マ
に
東
日
本

本
部
・
武
田
組
織
部
長
か
ら

講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
自
己
紹
介
を
含

め
た
全
体
交
流

で
は
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
・
Ｊ
Ｒ
貨

物
の
会
社
を
超

え
た
意
見
交
換
、
更
に
駅
・

車
掌
・
運
転
士
・
車
両
セ
ン

タ
ー
・
設
備
関
係
と
幅
広
い

職
種
、
青
年
の
視
点
か
ら
の

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
職
場
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
翌
日
の
入
社
式

行
動
の
打
ち
合
わ
せ
も
併
せ

て
行
い
、
今
年
度
の
新
入
社

員
対
策
に
全
力
を
上
げ
る
意

思
統
一
を
し
ま
し
た
。

し
て
、
悩
み
を
共
存
し
て
職

場
を
良
く
し
て
い
き
た
い
。

上
野
駅
の
国
労
も
雰
囲
気
は

良
く
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
仲
間
も

就
寝
前
に
賃
金
な
ど
の
悩
み

を
訴
え
る
人
が
い
る
。
ま
だ

知
識
が
少
な
い
の
で
、
勉
強

し
て
、
横
浜
や
大
宮
の
国
労

の
仲
間
と
も
交
流
し
て
持
ち

帰
っ
て
改
善
し
て
い
き
た

い
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
職
場

を
良
く
し
て
行
き
た
い
」
と

決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
・
伊
藤
執
行

委
員
か
ら
加
入
に
至
る
経
過

の
報
告
を
受
け
た
の
ち
、
参

加
者
全
員
か
ら
期
待
と
歓
迎

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
歓
迎

会
終
了
後
も
遅
く
ま
で
宴
は

続
い
た
…
。

し
て
、
年
代
も
雇
用
形
態
も

様
々
な
仲
間
が
国
労
を
選
ん

で
く
れ
て
い
る
」
と
、
現
在

の
東
日
本
本
部
と
し
て
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
、
歓
迎
を
し
ま
し
た
。

　

交
流
の
中
で
、
守
屋
さ
ん
・

小
名
木
さ
ん
の
基
本
給
の
低

さ
が
話
題
に
な
り
、
ま
す
ま

す
労
働
条
件
の
改
善
に
向
け

て
取
り
組
み
を
強
め
よ
う
と

誓
い
合
い
ま
し
た
。

れ
て
い
か
れ
、
訳
も

判
ら
ず
東
労
組
に
加

入
さ
せ
ら
れ
５
年
間

の
う
ち
に
役
員
も
や

ら
さ
れ
た
。
国
労
は

数
は
少
な
い
が
、
仕

事
も
仕
事
外
で
も
お

世
話
に
な
っ
た
。
社

会
人
試
験
に
落
ち
て

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
入
社
し

た
が
、
問
題
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
な
と
は
思

う
。
楽
し
く
仕
事
を


